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私
は
２
０
１
４
年
か
ら
約

３
年
間
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
診
療
・
研
究
で
有
名
な
イ

ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
医
科
大
学
に

留
学
し
、
様
々
な
経
験
を
積

む
機
会
を
得
ま
し
た
。
特
に

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
ナ
ー
ス
と

呼
ば
れ
る
専
門
看
護
師
さ
ん

を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
医
療

に
感
銘
を
受
け
、
帰
国
後
は

慶
應
病
院
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
に
対
す
る
多
職
種
連
携
チ

ー
ム
医
療
を
実
現
す
る
た
め

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
セ
ン
タ
ー
を
開
設
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
後
も
、
最
適
な

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
医
療
に

つ
い
て
探
究
す
る
毎
日
で

す
。

　

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
の
英

訳
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る

multi-disciplinary team

は

各
専
門
職
が
個
別
の
目
標
と

役
割
を
設
定
し
て
各
々
患
者

さ
ん
を
診
る
形
で
、
専
門
職

間
の
繋
が
り
は
希
薄
な
チ
ー

ム
で
す
。
一
方
、inter-

disciplinary team

は
専
門

職
間
の
連
携
が
密
に
な
さ
れ

る
チ
ー
ム
で
、
患
者
さ
ん
・

ご
家
族
を
多
職
種
の
繋
が
り

の
輪
で
囲
ん
だ
図
は
よ
く
目

に
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
を
多

職
種
で
支
え
る
形
と
共
に
、

近
年
は
患
者
さ
ん
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
多
職
種
の
輪
に
加

わ
る
参
加
型
医
療
（patient-

as-partner approach

）
も

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿

部
能
成
先
生
は
チ
ー
ム
医
療

の
種
類
を
ス
ポ
ー
ツ
（
リ
レ

ー
、
テ
ニ
ス
、
ヨ
ッ
ト
、
サ

ッ
カ
ー
）
に
例
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
全
て
の
説
明
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
サ
ッ
カ
ー

型
は
共
通
の
目
標
に
向
か
っ

て
情
報
を
や
り
取
り
し
つ

つ
、
直
接
そ
こ
に
関
与
し
な

い
メ
ン
バ
ー
も
他
の
動
き
に

合
わ
せ
て
行
動
し
て
い
く
ス

タ
イ
ル
で
あ
り
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
診
療
に
お
い
て
望
ま

し
い
形
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
職
種
連
携
チ
ー
ム
医
療

の
理
想
的
な
形
、
医
師
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
状
況
、
疾

患
に
よ
り
異
な
り
、
1
つ
の

正
解
が
存
在
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
新
の
医
学

教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
医
師
と
し

て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資

質
・
能
力
の
1
つ
と
し
て

「
多
職
種
連
携
能
力
」
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
生

涯
に
わ
た
り
研
鑽
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
能
力
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
神
経
内
科

�

關　

守
信　

82
回
）

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
て

木
下 

勝
之（
産
婦
45
回
）

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
て

小
林 

米
幸（
外
53
回
）

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
て

市
来
嵜 

潔（
外
48
回
）

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
て

根
本 

孝
一（
整
55
回
）

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
て

髙
宮 

眞
樹（
精
57
回
）

春の叙勲
藍綬褒章
木下 勝之（産婦45回）
〈保健衛生功績〉
（公社）日本産婦人科医会名誉会長
（医）九折会成城木下病院理事長

旭日双光章
小林 米幸（外53回）
〈保健衛生功労〉
元（公社）大和市医師会会長

（医）小林国際クリニック理事長・院長

瑞宝中綬章
青木　 誠（内49回）
〈保健衛生功労〉
元（独）国立病院機構東埼玉病院長

瑞宝中綬章
市来嵜 潔（外48回）
〈保健衛生功労〉
元（独）国立病院機構神奈川病院長

瑞宝小綬章
根本 孝一（整55回）
〈防衛教育功労〉
元防衛医科大学校副校長

瑞宝小綬章
髙宮 眞樹（精57回）
〈保健衛生功労〉
髙宮病院長

北 里 賞北 里 賞
北里賞を受賞して

遠山 周吾（85回）循環器内科

北 島 賞北 島 賞
北島賞を受賞して

渡辺 航太（76回）整形外科学教室
准教授

　

こ
の
度
は
、
２
０
２
３
年

度
春
の
褒
章
に
際
し
、
は
か

ら
ず
も
藍
綬
褒
章
を
受
章
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早

速
に
、
慶
應
義
塾
長
伊
藤
公

平
先
生
並
び
に
慶
應
義
塾
医

学
部
三
四
会
会
長
武
田
純
三

先
生
、
ま
た
多
く
の
皆
様
よ

り
、
ご
懇
篤
な
る
ご
祝
意
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
大
変
恐

縮
に
存
じ
ま
す
。
誠
に
有
難

が
続
き
ま
す
。

　

思
い
出
し
ま
す
と
、
昭
和

41
年
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

卒
業
式
で
永
沢
邦
男
塾
長
が

述
べ
ら
れ
た
、「
福
沢
諭
吉

先
生
の
「
独
立
自
尊
」
の
精

神
を
受
け
継
い
で
人
生
を
送

る
よ
う
に
」
と
の
訓
示
の
お

言
葉
は
、
私
の
心
に
し
っ
か

り
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
経

歴
は
異
質
で
し
た
が
、
三
四

会
会
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
お
も
い
、
こ
こ
に
改
め

て
、
皆
様
の
ご
厚
誼
と
ご
指

導
の
お
蔭
で
今
日
の
私
が
あ

る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

藍
綬
褒
章
は
、
教
育
、
医

療
、
社
会
福
祉
、
産
業
振
興

な
ど
の
分
野
で
公
衆
の
利
益

を
興
し
た
人
に
与
え
ら
れ
る

も
の
と
あ
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成

17
年
、
私
は
順
天
堂
大
学
医

学
部
産
婦
人
科
主
任
教
授
の

身
で
し
た
が
、
当
時
の
公
益

社
団
法
人
日
本
産
婦
人
科
医

会
会
長
よ
り
副
会
長
に
推
薦

さ
れ
、
医
会
に
初
め
て
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
か
ら
公
益
社
団
法

人
日
本
医
師
会
常
任
理
事
を

4
年
間
併
任
し
た
後
、
平
成

第92回北里記念式開催第92回北里記念式開催
北
島
賞

北
里
賞

【
受
賞
者
講
演
】

整
形
外
科
学
教
室 

准
教
授

渡
邉 

航
太（
76
回
）

内
科
学（
循
環
器
）教
室 

専
任
講
師

遠
山 

周
吾（
85
回
）

「
脊
柱
側
弯
症
の
病
態
解
明
と
新
た
な
診
療
ツ
ー
ル
の
開
発
」

「�

多
能
性
幹
細
胞
に
お
け
る
代
謝
機
構
に
基
づ
く
細
胞
作
製

と
臨
床
応
用
」

　

こ
の
度
は
北
里
賞
を
賜

り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
本
賞
の
選
考
に
関
わ
ら

れ
た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝

Ｅ
Ｓ
細
胞
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
医
学
部
６
年
時
（
２
０

０
６
年
）
に
、
当
時
循
環
器

内
科
の
教
授
を
さ
れ
て
い
た

小
川
聡
先
生
の
ご
紹
介
で
、

香
坂
俊
先
生
が
当
時
勤
務
さ

れ
て
い
たTexas Heart 

Institute

の
心
臓
移
植
病
棟

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
い
た
だ
き
、
心
臓
移
植

治
療
に
お
け
る
米
国
と
日
本

の
違
い
を
痛
感
す
る
と
同
時

に
、
ド
ナ
ー
心
臓
に
依
存
し

な
い
治
療
法
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
に

お
い
て
初
期
臨
床
研
修
を
行

っ
て
い
た
２
０
０
７
年
に
、

京
都
大
山
中
教
授
ら
に
よ
り

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
誕
生
し

た
こ
と
を
知
り
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
用
い
た
心
臓
再
生

医
療
の
臨
床
応
用
に
貢
献
す

る
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
標

に
大
学
院
に
入
学
し
ま
し

た
。

　

実
際
に
研
究
を
始
め
て
み

ま
す
と
、
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

に
直
面
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

分
化
後
に
心
筋
以
外
の
細
胞

が
混
入
す
る
こ
と
に
よ
る

〝
腫
瘍
化
〟
の
問
題
で
す
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
細
胞

種
ご
と
の
代
謝
機
構
の
違
い

に
着
目
し
た
『
培
養
液
を
利

用
し
た
心
筋
選
別
法
』
を
世

界
で
初
め
て
確
立
し
、
克
服

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た 

（Cell Stem Cell 2013, 
Cell Metabolism 2016

）。

こ
の
方
法
は
、
遺
伝
子
改
変

す
る
こ
と
な
く
安
価
か
つ
簡

便
に
心
筋
細
胞
を
作
製
で
き

る
た
め
、
現
在
で
は
世
界
の

標
準
的
細
胞
作
製
法
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
腫
瘍
化

の
原
因
細
胞
で
あ
る
未
分
化

幹
細
胞
に
お
い
て
、
脂
肪
酸

合
成
経
路
が
活
性
化
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、『
脂
肪

酸
合
成
酵
素
阻
害
に
よ
る
未

分
化
幹
細
胞
の
選
択
的
除
去

法
』
を
開
発
し
ま
し
た

（iScience 2020, STAR 
Protoc 2022a

）。

　

も
う
１
つ
の
ハ
ー
ド
ル
が

〝
量
産
化
〟
で
す
。
つ
ま

り
、
患
者
一
人
に
必
要
と
さ

れ
る
数
億
個
の
心
筋
細
胞
を

一
度
に
作
製
す
る
方
法
が
確

立
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
試
行
錯
誤
の

末
に
『
多
層
培
養
プ
レ
ー
ト

を
用
い
た
大
量
培
養
法
』
を

構
築
し
ま
し
た
（Stem 

Cell Reports 2017, 
Scientific Reports 
2019

）。
こ
れ
に
よ
り
、
一

度
に
10
億
個
程
度
の
心
筋
細

胞
の
作
製
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
大
量
の
心

筋
細
胞
を
作
製
す
る
に
は
ヒ

ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
も
大
量
に
増

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

動
物
成
分
を
含
ま
な
い
臨
床

用
の
培
養
液
で
は
ヒ
ト
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
の
増
殖
が
悪
か
っ
た

た
め
、
培
養
液
の
成
分
を
一

か
ら
見
直
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の

増
殖
の
際
に
は
ト
リ
プ
ト
フ

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
再
生
医
療
研
究
を
行

う
に
至
っ
た
経
緯
や
研
究
内

容
に
関
し
て
簡
単
に
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私

は
、
医
学
部
２
年
時
（
２
０

０
１
年
）
に
父
が
心
筋
梗
塞

を
発
症
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
心
臓
の
こ
と
を
深
く
学

び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
自
主
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
当
時
心
臓
先
進
治

療
学
講
座
の
講
師
を
さ
れ
て

い
た
福
田
恵
一
先
生
に
お
世

話
に
な
り
、
体
性
幹
細
胞
や

ァ
ン
代
謝
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
見
出
し
、『
ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン
強
化
培
養
液
に
よ
る

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
増
殖
促

進
法
』
を
開
発
し
ま
し
た

（iScience 2021, STAR 
Protoc 2022b

）。

　

細
胞
移
植
の
安
全
性
有
効

性
に
関
し
て
も
、
マ
ウ
ス
や

ラ
ッ
ト
、
ブ
タ
、
サ
ル
を
用

い
て
繰
り
返
し
検
証
し
て
き

ま
し
た
（J Heart Lung 

Transplant 2019, J Am 
Coll Cardiol_BTS 2021

）。

こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、
昨

年
12
月
よ
り
企
業
治
験
と
し

て
虚
血
性
心
筋
症
に
対
す
る

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
心
筋

組
織
球
移
植
を
開
始
す
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
最
近
で
は
、
ブ

タ
心
臓
由
来
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を

用
い
る
こ
と
で
、
試
験
管
の

中
で
ヒ
ト
成
熟
心
筋
組
織
を

作
製
し
（Biomaterials 

2023

）、
疾
患
モ
デ
ル
や
創

薬
研
究
へ
の
応
用
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
再
生
医
療
と

共
に
今
後
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
ご
推
薦
い

た
だ
い
た
山
岸
敬
幸
教
授
は

じ
め
共
同
研
究
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
先
生
方
、
サ

ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
い
る
企

業
の
皆
様
、
研
究
チ
ー
ム
の

皆
様
、
長
年
ご
指
導
い
た
だ

い
た
福
田
恵
一
前
教
授
に
こ

の
場
を
借
り
ま
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
慶
應
医
学
最
高

の
栄
誉
で
あ
る
北
島
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
私
の
診
療
や

研
究
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
脊

の
後
手
術
件
数
は
年
々
増
加

し
、
現
在
で
は
国
内
最
多
レ

ベ
ル
の
症
例
数
（
約
２
５
０

例
）
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
２
０
２
１
年
か

ら
は
側
弯
症
診
療
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
、
小
児
科
、
麻

酔
科
、
小
児
外
科
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放
射
線

科
、
遺
伝
セ
ン
タ
ー
の
多
く

の
先
生
方
と
協
力
し
て
、
安

全
で
最
先
端
の
治
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

基
礎
研
究
で
は
、
側
弯
症

の
遺
伝
子
研
究
を
理
化
学
研

究
所
の
池
川
志
郎
先
生
と
共

同
で
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で

に
20
個
の
疾
患
感
受
性
遺
伝

子
座
の
同
定
に
成
功
し
、
世

界
で
初
め
てpolygenic risk 

score

と
い
う
手
法
を
用
い

て
遺
伝
子
情
報
か
ら
側
弯
症

の
発
症
と
進
行
を
予
測
す
る

モ
デ
ル
を
報
告
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
発
症
に
関
与
す
る

環
境
因
子
を
同
定
す
る
た
め

に
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会

や
東
邦
大
学
公
衆
衛
生
学
教

室
の
西
脇
祐
司
先
生
の
協
力

を
得
て
、
中
学
女
子
を
対
象

に
生
活
習
慣
と
食
習
慣
に
関

す
る
網
羅
的
な
調
査
を
行

い
、
発
症
に
関
与
す
る
複
数

の
危
険
因
子
の
同
定
に
成
功

し
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
側

弯
症
の
早
期
発
見
と
早
期
治

療
を
目
指
し
て
、
慶
應
義
塾

大
学
理
工
学
部
の
青
木
義
満

教
授
と
元
理
工
学
部
教
授
の

佐
藤
幸
男
先
生
と
共
同
で
、

人
工
知
能
を
用
い
た
側
弯
症

検
診
機
器
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
研
究
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
栄
誉
あ
る
北
島
賞

の
受
賞
を
機
に
、
心
か
ら
感

謝
の
意
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

年
間
留
学
。
帰
国
し
て
最
後

の
４
年
間
は
産
婦
人
科
講
師

を
務
め
た
後
、
昭
和
60
年
、

新
設
の
埼
玉
医
大
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
学
教
室

に
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
４
年
後
に

は
、
教
授
と
な
り
退
任
す
る

ま
で
の
12
年
の
間
に
、
日
本

で
最
大
規
模
の
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
埼
玉

医
大
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

併
設
す
る
な
ど
し
て
、
埼
玉

県
の
母
体
救
急
救
命
と
大
規

模
な
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
完
備
し
た

施
設
と
し
て
機
能
さ
せ
、
平

成
13
年
に
は
順
天
堂
大
学
医

学
部
産
婦
人
科
学
教
室
主
任

教
授
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
に
、
前
述

の
日
本
産
婦
人
科
医
会
と
日

本
医
師
会
で
の
活
動
の
時
期
　

こ
の
た
び
、
令
和
5
年
度

春
の
叙
勲
に
お
い
て
旭
日
双

光
章
を
受
章
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
和
市

医
師
会
副
会
長
を
3
期
6

年
、
同
会
長
を
5
期
10
年
、

同
時
に
神
奈
川
県
下
16
郡
市

医
師
会
で
構
成
す
る
神
奈
川

県
医
師
会
の
最
大
会
派
で
あ

る
相
模
医
師
会
連
合
会
の
副

会
長
を
3
期
6
年
、
同
会
長

を
1
期
2
年
務
め
た
こ
と
に

よ
り
い
た
だ
い
た
も
の
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
章
と
私
が
取
り
組
ん
で

き
た
医
療
と
は
何
の
関
係
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
は
外
科
学
教
室
か
ら

派
遣
さ
れ
た
大
和
市
立
病
院

に
勤
務
し
て
い
る
と
き
に
、

故
国
の
共
産
革
命
に
国
を
追

わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
、
ラ

オ
ス
人
が
入
所
す
る
イ
ン
ド

シ
ナ
難
民
大
和
定
住
促
進
セ

ン
タ
ー
の
嘱
託
医
を
兼
任
い

た
し
ま
し
た
。
日
本
語
が
理

解
で
き
な
い
人
た
ち
に
と
っ

て
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
の
困
難
さ
を
痛
感
、
平
成

元
年
末
で
大
和
市
立
病
院
の

職
を
辞
し
、
同
市
内
に
日
本

人
も
外
国
人
も
同
じ
地
域
住

民
と
し
て
受
け
入
れ
る
小
林

国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
院

内
で
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

韓
国
語
、
タ
イ
語
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
対

応
し
て
お
り
、
患
者
の
約
30

％
近
く
が
外
国
人
で
、
月
間

の
延
べ
外
国
人
患
者
数
は
お

よ
そ
３
０
０
人
程
度
で
す
。

　

私
は
当
初
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
る
外
国
人
を
人

道
上
、気
の
毒
と
思
い
、医
療

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
我
が
国
は
79
年
に
国
際

人
権
規
約
を
批
准
、
81
年
に

は
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条

約
に
加
盟
し
て
お
り
、
そ
の

第
四
章
に
は
「
福
祉
に
つ
い

て
は
内
外
平
等
原
則
」
が
謳

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
適
切
な

る
在
留
許
可
を
持
っ
て
3
か

月
以
上
の
中
長
期
に
我
が
国

に
居
住
す
る
外
国
人
の
医
療

を
含
む
福
祉
に
つ
い
て
は
、

日
本
人
同
様
に
扱
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で

す
。
外
国
人
に
も
公
的
保
険

を
は
じ
め
、
我
が
国
の
医
療

制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
こ

う
し
た
背
景
の
た
め
で
す
。

　

今
年
で
卒
後
49
年
、
73
歳

と
な
り
ま
し
た
。
人
生
と
い

　

令
和
5
年
春
の
叙
勲
に
際

し
、
は
か
ら
ず
も
瑞
宝
中
綬

章
受
章
の
栄
に
浴
し
、
さ
る

５
月
12
日
皇
居
豊
明
殿
に
お

い
て
天
皇
陛
下
の
拝
謁
を
賜

る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
が

あ
っ
て
の
こ
と
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
国
立
病
院
勤
務
は
、

国
立
東
京
第
二
病
院
（
昭
和

56
年
～
平
成
17
年
現
東
京
医

療
セ
ン
タ
ー
）
と
国
立
病
院

機
構
神
奈
川
病
院
（
平
成
17

年
～
平
成
22
年
）
の
2
か
所

で
合
計
29
年
間
で
し
た
。
振

り
返
る
と
規
模
も
環
境
も
全

く
違
う
二
つ
の
病
院
で
す

が
、
勤
め
始
め
て
受
け
た
印

象
は
、
活
気
の
な
い
受
付
、

救
急
を
受
け
な
い
体
質
、
杜

撰
な
診
療
録
管
理
と
、
不
思

議
な
く
ら
い
似
て
い
ま
し

た
。
手
術
症
例
を
増
や
し
た

か
っ
た
私
は
、
救
急
こ
と
に

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
実

情
は
院
内
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
、「
人

工
呼
吸
器
2
台
使
用
」
→

「
救
急
は
断
る
」
と
い
う
運

用
が
常
態
化
し
て
い
ま
し

た
。

　

転
機
は
、
昭
和
60
年
の
暮

れ
に
東
邦
大
学
病
院
近
く
で

発
生
し
た
「
勇
気
あ
る
大
学

生
事
件
」
で
、「
た
ら
い
回

し
の
結
果
死
亡
」
と
連
日
マ

ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
た
こ
と

か
ら
、
東
京
都
の
3
次
救
急

体
制
が
一
変
し
ま
し
た
。
東

京
消
防
庁
と
各
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
間
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
が
敷
か
れ
、
空
床
が
あ
る

限
り
救
急
患
者
が
搬
送
さ
れ

柱
側
弯
症
と
は
背
骨
が
捻
じ

れ
る
よ
う
に
変
形
す
る
疾
患

で
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
全
て
の
年
代
で
発
症

し
、
重
症
例
で
は
心
肺
機
能

障
害
、
腰
背
部
痛
、
身
体
機

能
低
下
な
ど
深
刻
な
問
題
を

惹
起
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の

発
症
や
進
行
の
原
因
は
明
ら

か
で
は
な
く
、
治
療
体
系
も

十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
２
０
０
４
年
よ
り
当

科
の
松
本
教
授
の
ご
指
導
の

下
、
こ
の
脊
柱
側
弯
症
の
診

療
、
臨
床
研
究
、
そ
し
て
基

礎
研
究
に
従
事
し
て
き
ま
し

た
。
当
初
は
当
院
の
側
弯
症

手
術
は
17
例
で
し
た
が
、
そ

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
、
図
ら
ず
も

瑞
宝
小
綬
章
を
拝
受
し
ま
し

た
。

　

間
宮
群
二
教
授
、
矢
部
裕

教
授
、
戸
山
芳
昭
教
授
を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
お
世
話

に
な
っ
た
多
く
の
先
生
方
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
51
年
に
慶
應
医

学
部
を
卒
業
し
、
直
ち
に
母

校
の
整
形
外
科
学
教
室
に
入

局
し
ま
し
た
。
泉
田
重
雄
教

授
・
池
田
亀
夫
教
授
の
指
導

の
下
で
一
般
整
形
外
科
を
学

ん
だ
後
、
内
西
兼
一
郎
助
教

授
・
伊
藤
恵
康
講
師
の
下
で

手
外
科
・
末
梢
神
経
外
科
を

修
練
し
ま
し
た
。
数
か
所
の

関
連
病
院
で
臨
床
研
修
を
受

け
た
後
、
国
立
栃
木
病
院

（
三
笠
元
彦
医
長
）
に
約
10

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
２
年
間
カ
ナ
ダMcGill

大
学
形
成
再
建
外
科

（H. Bruce W
illiams

教

授
）
に
留
学
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
日
本
と
は
異
な
る

文
化
圏
で
生
活
し
、
異
な
る

医
学
教
育
・
医
療
制
度
の
中

で
勉
強
し
た
経
験
は
そ
の
後

の
人
生
に
有
益
で
し
た
。

　

平
成
4
年
、
防
衛
医
大
に

整
形
外
科
講
師
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
。
新
名
正
由
教
授

の
下
で
手
外
科
班
の
責
任
者

を
命
じ
ら
れ
、
以
後
、
主
と

し
て
手
外
科
・
末
梢
神
経
外

科
の
教
育
・
研
究
・
臨
床
に

従
事
し
ま
し
た
。
つ
い
で
、

　

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
瑞
宝

小
綬
章
の
栄
誉
に
浴
し
た
と

こ
ろ
、
三
四
会
会
長　

武
田

純
三
様
を
は
じ
め
塾
長　

伊

藤
公
平
様
、
常
務
理
事　

北

川
雄
光
様
、
医
学
部
長　

金

井
隆
典
様
、
病
院
長　

松
本

守
雄
様
か
ら
ご
祝
意
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
昭
和
53
年
に
塾

医
学
部
を
卒
業
し
、
精
神
神

経
科
学
教
室
に
入
局
し
ま
し

た
。
慶
應
病
院
、
東
京
武
蔵

野
病
院
で
研
修
医
・
専
修
医

過
程
を
終
了
し
、
昭
和
60
年

に
塾
医
学
研
究
科
の
学
位
を

戴
い
た
後
に
宮
崎
県
の
高
宮

病
院
に
勤
務
し
て
38
年
間
、

地
域
精
神
科
医
療
に
従
事
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

間
、
平
成
19
年
よ
り
県
精
神

科
病
院
協
会
長
を
11
年
間
勤

め
、
そ
の
後
も
県
精
神
保
健

福
祉
連
絡
協
議
会
長
を
務
め

て
お
り
、
平
成
30
年
に
宮
崎

大
学
や
県
医
師
会
を
は
じ
め

と
し
た
医
療
関
連
17
団
体
及

び
県
内
企
業
50
社
の
御
支
援

の
元
、
宮
崎
い
の
ち
の
電
話

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

慶
應
高
校
か
ら
医
学
部
に

進
学
し
、
2
年
生
秋
に
全
塾

の
ア
メ
ラ
グ
同
好
会
を
退
部

し
た
後
は
医
学
部
ス
ケ
ー
ト

部
で
現
在
ま
で
保
持
で
き
た

体
力
と
気
力
を
養
い
ま
し

た
。
卒
業
後
は
精
神
神
経
科

学
教
室
で
故
保
崎
秀
夫
元
教

授
、
故
伊
藤
斉
元
助
教
授
、

故
吉
田
弘
宗
指
導
医
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
先
輩
方
に

精
神
科
医
と
し
て
の
基
本
を

教
え
て
戴
き
、
宮
崎
に
帰
郷

後
も
綾
部
隆
夫
元
宮
崎
市
郡

医
師
会
長
を
は
じ
め
と
し
た

宮
崎
三
四
会
の
方
々
に
御
指

導
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
平
成
23
年
秋
に
宮
崎
で

主
催
し
ま
し
た
第
9
回
日
本

24
年
医
会
会
長
に
選
任
さ

れ
、
会
長
と
し
て
10
年
間
務

め
た
後
、
令
和
4
年
82
歳
の

高
齢
を
理
由
に
退
任
す
る
ま

で
、
延
べ
17
年
間
の
医
会
活

動
と
4
年
間
の
日
本
医
師
会

活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
産

婦
人
科
医
療
の
抱
え
る
様
々

な
問
題
解
決
と
発
展
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
を
昭
和
41
年
に
卒
業

後
、
イ
ン
タ
ー
ン
研
修
を
慶

應
病
院
で
済
ま
せ
た
の
で
す

が
、
慶
應
病
院
に
は
残
ら

ず
、
東
京
大
学
医
学
部
産
婦

人
科
学
教
室
へ
入
局
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
そ
れ
以

来
、
東
京
大
学
医
学
部
産
婦

人
科
学
教
室
員
と
し
て
17
年

の
間
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
に
2

う
航
路
の
終
点
も
そ
う
遠
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
淡

々
と
現
在
の
医
療
を
続
け
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

る
こ
と
に
。
救
急
搬
送
の
件

数
が
急
増
し
、
救
急
体
制
の

再
構
築
を
迫
ら
れ
、
研
修
医

の
救
急
研
修
シ
ス
テ
ム
を
変

え
る
こ
と
で
対
処
。
結
果
と

し
て
病
床
利
用
率
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
研
修
施

設
と
し
て
重
要
な
診
療
録
管

理
は
中
央
管
理
が
な
さ
れ
て

精
神
科
救
急
学
会
で
は
、
特

別
講
演
の
西
山
正
徳
君
（
56

回
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
会

の
藤
井
康
男
君
（
56
回
）、

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
佐
久
間
啓

君
（
61
回
）、
渡
邊
衛
一
郎

君
（
67
回
）
に
学
会
を
盛
り

上
げ
て
戴
き
ま
し
た
。
更
に

平
成
26
年
、
医
療
法
改
正
に

よ
る
医
療
事
故
調
査
制
度
創

設
に
際
し
て
の
厚
労
省
検
討

会
に
日
本
精
神
科
病
院
協
会

医
療
安
全
担
当
常
務
理
事
と

し
て
構
成
員
と
な
り
、
大
変

な
苦
労
を
重
ね
ま
し
た
が
、

担
当
の
厚
労
大
臣
政
務
官
が

塾
員
の
橋
本
岳
君
（
平
成
8

年
環
境
情
報
学
部
卆
）
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
仕
事
を
全
う

で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

多
く
の
先
輩
・
後
輩
、
な
に

よ
り
56
回
、
57
回
や
慶
應
高

校
22
期
の
友
人
に
助
け
て
も

ら
っ
て
き
ま
し
た
。

　

福
沢
先
生
の
「
慶
應
義
塾

の
目
的
は
気
品
の
泉
源
、
知

徳
の
模
範
で
あ
る
」
を
肝
に

銘
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

精
神
科
医
療
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

冨
士
川
恭
輔
教
授
の
下
で
助

教
授
を
命
じ
ら
れ
講
座
の
運

営
に
も
参
画
し
ま
し
た
。
半

年
間
、
英
国
に
公
務
出
張
し

ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
整
形
外
科
学

教
授
を
拝
命
し
、
自
衛
隊
衛

生
で
求
め
ら
れ
る
整
形
外
科

医
の
能
力
と
役
割
を
考
え
つ

つ
、
講
座
の
運
営
と
教
育
に

あ
た
り
ま
し
た
。
整
形
外
科

を
専
攻
し
た
研
修
医
全
員
が

整
形
外
科
専
門
医
の
資
格
を

取
り
ま
し
た
。
教
授
在
任
中

に
訴
訟
案
件
は
1
件
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
26
年
に
防
衛
医
大
副

校
長
（
教
育
担
当
）
を
拝
命

し
ま
し
た
。
三
浦
総
一
郎
学

校
長
の
下
で
、
優
れ
た
自
衛

隊
医
官
を
育
成
す
べ
く
、
医

大
全
体
の
教
育
・
研
究
面
の

運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。「
医

学
教
育
に
関
す
る
国
際
認

証
」
を
受
審
す
る
た
め
、
学

内
一
体
と
な
っ
て
準
備
し
、

検
討
結
果
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
善
に
繋
げ
ま
し
た
。

「
人
を
対
象
と
す
る
医
学
系

研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」

に
基
づ
き
研
究
倫
理
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。
母
校
か
ら

は
常
に
各
分
野
に
お
け
る
優

秀
な
人
材
を
派
遣
し
て
頂
き

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
に
定
年
退
職

し
、
入
間
ハ
ー
ト
病
院
（
永

田
雅
良
院
長
）
に
6
年
間
勤

務
し
た
後
、
現
在
は
西
東
京

市 

藤
原
医
院
（
藤
原
潔
院

長
）
の
顧
問
を
務
め
て
い
ま

す
。
元
気
な
う
ち
は
整
形
外

科
の
臨
床
に
携
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

三
四
会
の
諸
先
生
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
、
慶
應
医

学
部
と
防
衛
医
大
の
益
々
の

発
展
を
祈
り
ま
す
。

　

６
月
12
日
に
、
信
濃
町
キ

ャ
ン
パ
ス
北
里
講
堂
に
お
い

て
第
92
回
北
里
記
念
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
医
学
部
な
ら

び
に
三
四
会
（
医
学
部
同
窓

会
）
で
は
、
初
代
医
学
部
長

・
病
院
長
で
あ
る
北
里
柴
三

郎
博
士
の
６
月
13
日
の
ご
命

日
に
際
し
、
そ
の
偉
業
を
長

く
記
念
す
べ
く
、
北
里
記
念

式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０

２
０
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

を
受
け
中
止
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
、
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
里
柴
三
郎
博
士
は
明
治

25
年
に
福
澤
先
生
の
援
助
に

よ
り
芝
公
園
に
伝
染
病
研
究

所
を
創
設
し
ま
し
た
。
福
澤

先
生
の
志
に
報
い
る
た
め
、

初
代
医
学
部
長
と
し
て
就
任

し
、
現
在
の
医
学
部
お
よ
び

大
学
病
院
の
礎
を
築
き
ま
し

た
。

　

記
念
式
で
は
、
伊
藤
公
平

塾
長
（
欠
席
の
た
め
北
川
雄

光
常
任
理
事
が
代
読
）、
金

井
隆
典
医
学
部
長
、
武
田
純

三
三
四
会
長
、
小
林
弘
祐
北

賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。

　

三
四
会
に
よ
る
北
里
賞

は
、
北
里
柴
三
郎
博
士
の
偉

業
を
記
念
し
て
、
昭
和
26
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
33

年
か
ら
は
第
二
代
医
学
部
長

北
島
多
一
博
士
を
記
念
し
た

北
島
賞
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

受
賞
者
と
の
記
念
撮
影
　
　
撮
影
：
竹
松 

明
季

小
林
弘
祐 

北
里
研
究
所
理
事
長
に
よ
る

ご
挨
拶

北
里
賞
（
基
礎
研
究
、
お
よ

び
臨
床
へ
の
発
展
研
究
に
お

け
る
優
れ
た
業
績
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
）、
北
島
賞

（
臨
床
医
学
、
お
よ
び
臨
床

研
究
に
お
け
る
優
れ
た
業
績

に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
）

は
、
医
学
部
に
お
け
る
権
威

あ
る
学
術
賞
で
あ
り
、
国
際

的
に
も
評
価
さ
れ
る
業
績
が

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
里
賞
、
北
島

賞
の
授
賞
式
後
に
は
、
受
賞

者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
最
先
端

の
医
学
研
究
成
果
の
発
表
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

里
研
究
所
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、

三
四
会
賞
（
北
里

賞
・
北
島
賞
）
の

授
賞
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
校
法

人
北
里
研
究
所
か

ら
は
、
小
林
弘
祐

理
事
長
、
島
袋
香

子
北
里
大
学
学
長

は
じ
め
多
く
の
来

お
ら
ず
、
診
療
科
に
よ
っ
て

バ
ラ
バ
ラ
な
運
用
で
し
た
。

様
々
な
検
討
の
結
果
、
改
善

策
は
電
子
カ
ル
テ
化
し
か
な

い
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
予

算
の
捻
出
が
出
来
な
い
。
様

々
な
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

て
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
に

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
を
追
加
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
電
子
化
を

進
め
平
成
18
年
に
や
っ
と
電

子
カ
ル
テ
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
神
奈
川
病
院
の
再
建
の
道

筋
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
が
、
今
回
の
貴
重
な
経

験
に
つ
な
が
っ
た
の
か
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
様

々
な
局
面
で
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
た
三
四
会
員
の
先
生

方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。


